
で
を
初
心
者
向
け
に
分
か
り

や
す
く
解
説
。
「
新
潟
町
会

所
文
書
」
「
三
潟
悪
水
抜
掘

割
文
書
」
「
良
寛
・
亀
田
鵬

齋
合
作
」
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
古
文
書
を
テ
キ

ス
ト
に
、
講
義
形
式
で
５
回

に
わ
た
り
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
３
・
11
・
13
・

18
・
25
日
午
後
６
時
〜
８
時

会
場

中
央
公
民
館

定
員

１
２
０
人

参
加
費

１
３
０
０
円

申
し
込
み

８
月
16
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
記
入
し
〒
９
５
１
・

８
０
１
４
、
緑
町
３
４
２

７
・
８
、
郷
土
資
料
館
（
�

２
２
８
・
３
２
５
９
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

広報テレビ　さわやか新潟（BSN 第１土曜11:00～11:30）※手話通訳付き　新潟市政ニュース（NST 毎週日曜8:55～9:00） すこやか新潟（TeNY 毎週日曜11:25～11:30）※手話通訳付き　にいがた子どもの広場（NT21 毎週日曜17:55～18:00）

市　報　に い が た （4）平成14年８月４日第　　　号1849

身体障害者施設の入所者募集
場所 長岡市、岩室村
対象 18歳～65歳で身体障害者手帳を
持ち、常時介護を必要とする人
申し込み ８月９日までに障害福祉課（�
内線2625）へ　※入所は来年４月から

市視聴覚センター 市民映画鑑賞会
日時 ８月６日午後２時から
内容 アニメ「走れメロス」
定員 先着50人
申し込み 同センター（�222-7400）へ

西 地 区 公 民 館
�あかつか地域学～たばこの歴史を知ろう
日時 ８月25日午前９時～正午
会場 赤塚連絡所
申し込み 同館（�261-0031）へ
�２・３歳児のすくすく学級
日時 ９月10日～11月12日午前10時～
正午（全10回） 参加費 800円
対象 ２・３歳児の保護者30人
申し込み ８月24日（必着）までには
がきに住所、氏名、電話番号、保育希望
者は子どもの名前（ふりがな）・性別・
生年月日を記入し、内野町603、同館へ
※別途実費必要。応募多数の場合抽選。
保育は１歳以上の未就学児27人

「さわやか学級」親子で楽しく学ぼう
日時 ９月３日～12月３日毎月１・
３・５火曜午前10時～正午
対象 ２歳以上の未就園児と保護者先着
30組　会場 黒埼北部公民館
申し込み 黒埼地区公民館（�377‐31
01）へ

“地球の環境絵はがき展”作品を募集
題材　地球温暖化、酸性雨、ごみ問題、
ほか　対象 小学４年～６年生
申し込み ９月５日までに各小学校へ
問い合わせ 環境対策課（�内線2731）へ
※応募者全員に記念品をプレゼント

市老人福祉センター
申し込み ８月12日（必着）までに往
復はがきに講座名、希望時間帯、住所、
氏名（フリガナ）、電話番号、生年月日を
記入し、八千代1-3-1、同センター（市福
祉公社内�248-6282）へ　※応募多数の
場合抽選。はがき１枚につき１講座まで
�高齢者水中健康教室
日時 ９月12日～11月14日○Ａ午前10時～
11時○B  午前11時～正午○Ｃ正午～午後１時
対象 介助不要な60歳以上各コース20人
参加費 200円
�健康と趣味の講座
期間 ９月～来年２月　対象 60歳以上
講座名

陶　芸

太極拳

茶　道
（表千家）

日時（全12回）

金曜午前10時～11時半

第２・４火曜
午前10時～11時半

第１・３水曜
午後１時半～３時半

定 員

15人

50人

10人

参加費

5,000円

―

月1,000円

坂井輪地区公民館　父親学級

父 と 子 の 遊 歩 道
日時 ９月13日～12月６日午後７時～
９時（金・土曜全７回。土曜は午後３時
から） ※実費必要
対象 小学生を持つ父親先着30人
内容 父と子の関係づくり、ほか
申し込み 同館（�269-2043）へ

献血バス「ゆうあい号」

問い合わせ 献血会場フリーダイヤル（�0120-788224）へ

期　日 会　　場 時　間

万代シテイ歩行者天国
（道路フェスティバル）

午前10時～正午

午後１時～４時

マクドナルド万代シテイ店前
午前10時～11時半

午後０時半～４時半

市産業振興センター
午前10時半～11時半

午後０時半～４時

８・06

８・13

８・17

献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）
ばんだい（万代シネモールビル２階）

午前10時

～午後５時半

市
政
懇
談
会
の
場
な
ど
で

し
ば
し
ば
話
題
に
な
る
の
が

迷
惑
行
為
の
防
止
条
例
制
定

に
関
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
、
収
集
日
に
違
う

分
別
の
ご
み
が
出
さ
れ
て
い

た
り
、
ほ
か
の
地
域
の
人
が

車
で
通
り
す
が
り
に
違
う
分

別
の
ご
み
を
乱
雑
に
投
げ
入

れ
て
い
っ
て
し
ま
う
た
め

に
、
集
積
場
が
汚
さ
れ
る
な

ど
、
集
積
場
の
管
理
当
番
の

方
々
が
大
変
迷
惑
を
こ
う
む

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。

送
る
上
で
当
然
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
よ
う
な
行
為
ま
で
、

法
律
で
規
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
残
念

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
法
律
さ
え
も
守
ら
れ
な
い

社
会
実
態
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
じ
つ
に
悲
し

に
廃
棄
物
を
捨
て
た
り
、
道

路
に
お
い
て
、
進
行
中
の
車

両
な
ど
か
ら
物
を
投
げ
る
こ

と
な
ど
は
禁
止
行
為
と
さ
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
懲
役
や

罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
生
活
を

は
、
違
反
者
を
特
定
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
い
う
事
情
が

あ
り
ま
す
。
現
行
犯
、
あ
る

い
は
確
と
し
た
証
拠
に
基
づ

い
て
摘
発
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
警
察
へ
の
通
知
、
告

発
な
ど
の
対
応
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

む
べ
き
事
態
と
い
え
ま
し
ょ

う
。一

方
、
こ
の
よ
う
な
法
律

が
あ
る
の
に
違
反
行
為
を
取

り
締
ま
れ
な
い
の
か
と
い
う

こ
と
も
、
疑
問
に
思
わ
れ
る

方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
違
反
の
摘
発
に

迷
惑
行
為
の
防
止

の
訓
練
に
よ
っ
て
培
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
切
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

最
近
、
家
庭
や
地
域
社

会
に
お
け
る
倫
理
を
熱
心

に
学
び
、
行
動
す
る
個
人

や
法
人
企
業
の
グ
ル
ー
プ

活
動
が
活
発
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
と
の
こ
と
。
こ
う

い
う
方
々
の
美
風
が
よ
り

多
く
の
市
民
の
共
感
を

得
、
支
持
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
で
迷
惑
行

為
防
止
条
例
を
制
定
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に

法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
禁

止
行
為
を
、
あ
ら
た
め
て
市

の
条
例
で
禁
止
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
罰
則

に
つ
い
て
も
法
律
以
上
に
厳

し
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
に
考
え
て
く
る

と
、
私
ど
も
の
生
活
共
同
体

と
も
い
え
る
地
域
社
会
の
中

で
は
、
お
互
い
迷
惑
を
か
け

な
い
生
活
を
す
る
と
い
う
、

法
律
以
前
に
人
が
常
に
守
る

べ
き
道
（
倫
理
）
と
も
い
う

べ
き
も
の
が
存
在
す
る
の
で

あ
り
、
こ
れ
は
幼
い
時
か
ら

の
家
庭
や
地
域
社
会
の
中
で

ま
た
、
た
ば
こ
や
空
き
缶

な
ど
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が

多
い
場
所
の
指
摘
や
、
夜
間
、

大
型
ご
み
が
松
林
な
ど
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
指
摘

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
迷
惑
行

為
を
市
の
条
例
で
厳
し
く
取

り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
か
と
い
う
問
題
で
す
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
に
よ
る
と
、

「
何
人
も
、
み
だ
り
に
廃
棄

物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ

に
違
反
す
る
と
、
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
い

う
規
定
ま
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
軽
犯
罪
法
や

道
路
交
通
法
に
も
、
み
だ
り

市
民
の
皆
さ
ん
に
本
市
の

歴
史
に
親
し
み
、
学
ん
で
も

ら
お
う
と
開
催
す
る
、
に
い

が
た
歴
史
塾
「
初
心
者
の
た

め
の
古
文
書
解
読
講
座
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

古
文
書
の
専
門
家
を
講
師

に
招
き
、
文
字
の
形
や
読
み

方
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
か

ら
文
書
の
歴
史
的
な
背
景
ま

古
町
周
辺
を
は
じ
め
と
し

た
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が

深
刻
化
す
る
中
、
中
心
市
街

地
で
の
住
環
境
の
改
善
と
定

住
人
口
の
増
加
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
市
と
住
宅
金

融
公
庫
（
以
下
公
庫
）
が
協

議
を
行
い
、
公
庫
の
「
都
市

居
住
再
生
融
資
制
度
」
の
融

資
対
象
区
域
を
大
幅
に
拡
大

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
の
対
象
区
域
は
、
新

潟
駅
周
辺
の
約
45
�
。
新
し

い
区
域
は
９
月
１
日
か
ら
適

用
さ
れ
、
「
新
潟
市
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
平

成
12
年
３
月
策
定
）
」
で
決

定
し
た
中
心
市
街
地
の
ほ
ぼ

全
域
約
５
１
０
�
＝
図
＝
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
融
資
制
度
は
、
都
心

部
に
お
け
る
老
朽
木
造
住
宅

な
ど
の
共
同
建
て
替
え
や
協

調
建
て
替
え
の
促
進
に
よ
る

住
環
境
と
防
災
性
の
向
上
を

目
的
と
し
て
お
り
、
他
の
制

度
に
比
べ
て
、
条
件
が
柔
軟

で
有
利
な
制
度
で
す
。

例
え
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
購
入
資
金
の
場
合
、
床

面
積
や
年
収
に
よ
る
制
限
が

無
く
購
入
費
の
８
割
ま
で
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

借
り
入
れ
金
の
全
額
に
基
準

金
利
（
公
庫
の
最
優
遇
貸
し

出
し
金
利
）
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
店
舗
や
診
療
所

な
ど
住
宅
以
外
の
部
分
も
、

融
資
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

融
資
対
象
区
域
の
拡
大
に

よ
り
、
「
都
心
居
住
に
よ
る

職
住
近
接
の
実
現
」
「
民
間

の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
多

様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」
―

―
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
生
ま
れ
、
個
性
的
で
魅
力

あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
の
再

生
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

都
市
環
境
整
備
室
（
�
内
線

3
０
6
１
）
へ

母
子
・
父
子
家
庭
、
寡
婦

の
皆
さ
ん
が
、
病
気
や
仕
事
、

同
居
家
族
の
傷
病
な
ど
の
た

め
、
日
常
生
活
に
支
障
を
生

じ
た
場
合
に
、
介
護
人
（
ヘ

ル
パ
ー
）
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。

１
年
更
新
の
登
録
制
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
介
護
人

の
派
遣
を
希
望
す
る
人
は
名

簿
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

介
護
の
内
容

乳
幼
児
の
保

育
、
食
事
の
世
話
、
住
居
の

清
掃
、
身
の
回
り
の
世
話
な

ど
、
日
常
生
活
に
必
要
な
用

務
（
１
回
に
つ
き
10
日
を
限

度
）

名
簿
登
録
の
申
請

児
童
福

祉
課
（
市
役
所
本
館
２
階
）
、

黒
埼
支
所
保
健
福
祉
課
、
地

区
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

児
童

扶
養
手
当
証
書
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
者

証
ま
た
は
対
象
世
帯
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
、

印
鑑

費
用

１
日
当
た
り
３
０
６

０
円
（
所
得
に
応
じ
無
料
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

登
録
有
効
期
限

申
請
日
か

ら
来
年
７
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
１
６
）
へ

全国高校野球選手権新潟大会で、日本文理
高校が５年ぶり２回目の優勝を飾り、夏の甲
子園への出場を決めました。
７月30日には、同校の監督、選手らが新潟

市役所を訪れ、長谷川市長に優勝を報告し、
８月８日から開幕する甲子園での勝利を誓い
ました。

日本文理高校

夏 の 甲 子 園 へ

万代・沼垂周辺地区

新潟駅周辺地区

古町周辺地区

新しい対象区域（約510ha）


